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2特別講演要旨
動物におけるシー トからの形づ くり
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膜タンパク
脂質二重層
腸上皮細胞
腸上皮シー ト
輪状ひだ
図9 小腸のフラクタル的構造
5で囲まれる｡つぎに支持されないウラが退縮して
パターンが整理され(b-2),オモテ空間が誘導さ
れる(C)｡ この過程は甲状腺ろ胞形成に対応する
ように考えられる｡ 唾液腺,汗腺形成なども基本
的にはこのルールに基づいて理解できるようにお
もわれる｡
このモデルは,実際は3次元の細胞塊を2次元
の図であらわした荒っぽいスケッチである｡考慮
すべきことはまだたくさんある｡ 形態形成の過程
で激しくおこっている細胞の並び替わりや細胞分
裂は無視できない過程であるがこれすら考慮にい
れていない｡しかし,はじめに細胞の塊があった
ときに,全体を支配する高度なシステムを必ずし
も考えなくても,細胞が従う少数のルールを仮定
することで,上皮シー トの秩序ある構造の形成が
理解できるようにおもわれる｡
3.シー トのフラクタル的構造
生物体を単純に2次元シー トの変形の結果とは
みなしにくい一因は生物体にみられるフラクタル
的構造にあるかもしれない｡たとえば,腸管内壁
は吸収機能向上のため表面積が大きくなっている
(図9)｡内壁に環状ヒダがあり,このヒダ面にぎ
っしりと繊毛突起があり,拭毛突起の表面にはま
た徴繊毛突起がある｡ この何段階かの入れ子構造
のフラクタル次元を求めると2.4であった｡これは,
はじめ単純なシー トであったものが表面積を大き
くするよう入りくんで複雑化する｡ その複雑さの
程度を定量すると3次元の方に0.4だけにじみ出た
と解釈できる｡フラクタルの概念が流布されて久
しいが,フラクタルを生物の形においてはこのよ
うに捉えることもできるのである｡ 皮膚の表皮 ･
真皮間の膜構造についてもこれと似た議論が成り
立つ｡
